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展覧会データ

足利義満六百年御忌記念

「京都五山 禅の文化」展
7月31日（火）～9月9日（日）
東京国立博物館
平成館特別展示室第1室～第4室

主催：東京国立博物館 日本経済新聞社

特別協力：大本山相国寺

協賛：NEC JR東海 シティグループ

日興コーディアルグループ

観覧料：一般1,500円（1,300円／1,200円）

高校・大学生900円（700円／600円）

小・中学生無料

※（ ）内は、前売り／20名以上の団体

料金。障害者とその介護者1名は無料で

す。入館の際に、障害手帳などをご提示く

ださい

◎癡兀大慧坐像
鎌倉時代・14世紀
愛媛・保国寺蔵

2

水墨の山水画などの上に多数の禅僧が漢

詩を寄せ書きしたものを詩画軸と呼びます。

山中に書斎を設けて静かに暮らすのが禅

僧の憧れでした。実際にはなかなかかなわ

ない夢でしたが、禅僧が集って漢詩を交わ

すことが頻繁に行なわれ、五山文学という

ジャンルを成すに至りました。

禅宗寺院の仏画や仏像はあまり知ら

れていませんが、独特です。なじみ

がないから違和感をおぼえると

思いますが、それは中国風だか

らです。中世の人々にとって

はそこが魅力でもありました。
◎達磨蝦蟇鉄枴図のうち達磨図
吉山明兆筆　室町時代・15世紀
京都・東福寺蔵　8/19まで展示

◎五百羅漢図のうち 吉山明兆筆　南北朝時代・
至徳3年（1383） 京都・東福寺蔵　8/21から展示

伽藍神像
（左：掌簿判官右：監斎使者）
鎌倉時代・13～14世紀
京都・東福寺蔵　

左B竹斎読書図 伝周文筆　文安4年（1447）
竺雲等連序・江西龍派等五僧賛　室町時代・15世紀

右B柴門新月図 玉1梵芳序・玉泉玄瑛等十七僧賛　
室町時代・応永12年（1405） 大阪・藤田美術館蔵　
8/19まで展示

第5章

金閣は昭和25年に焼失しましたが、
鳳凰は取りはずされていて無事で

した。

第
4
章

韋駄天立像
鎌倉時代・14世紀
山口・功山寺蔵

第5章
五山の仏画・仏像

第4章
五山の学芸

銅造鳳凰
室町時代・14世紀
京都・鹿苑寺蔵　

釈迦如来坐像および
十大弟子立像のうち
十大弟子
鎌倉時代・13世紀
京都・鹿王院蔵
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記念講演会

①8月4日（土）「京都五山の歴史と文化」
講師：東京国立博物館 出版企画室長 浅見龍介

②8月25日（土）「禅の山河」
講師：臨済宗相国寺派管長 有馬M底師

開催時間：13：30～15：00
会場：東京国立博物館・平成館大講堂
事前申込制／聴講無料／各回380名
（ただし、「京都五山 禅の文化」展の観覧券が必要です）

＊申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に希望日、郵便番
号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、下記ま
でお申し込み下さい。
＊申込締切：①7月18日（水） ②8月8日（水）必着
＊申込先：〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町

1-28-9ヤマナシビル4F（ウインダム内）「京都五山展」
広報事務局　講演会係
＊1枚のはがきで、1講演会につき1名のみ申し込み可
＊応募多数の場合は、抽選の上、聴講券をお送りいた
します

お茶会
■8月7日（火） 宗m流
■8月8日（水） 表千家
■8月26日（日） 武者小路千家
■9月4日（火） 裏千家
■9月5日（水） 藪内流
■9月6日（木） 遠州流

開催時間：各日①11：00②12：00③13：00
④14：00⑤15：00⑥16：00
会場：東京国立博物館 平成館 小講堂
事前申込制・先着順／各回定員30名／
参加費：2,000円（1人1回限り、本展観覧料を含む）

坐禅会
■8月3日（金）
■8月10日（金）
■8月17日（金）
■9月7日（金）

開催時間：各日①13：30②16：00③18：30
会場：東京国立博物館 平成館 小講堂
事前申込制・先着順／各回定員40名／
参加費：無料（1人1回限り、本展観覧券が必要）

【お茶会・坐禅会共通】

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に希望日、郵
便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記の
上、下記までお申し込み下さい。
申込先：〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町
1-28-9ヤマナシビル4F（ウインダム内）「京都五山展」
広報事務局 イベント係
＊1枚のはがきで、お茶会、座禅会のいずれか1回につき2名
まで申し込み可

関
連
事
業

1章と2章で、同じ禅僧の画像と彫像を
合わせて5組展示します（前後期とも3組
ずつ）。容貌には多少の誇張や虚構が

加えられているかも知れません。どんな

顔だったのか比べて想像してみて下さい。

墨蹟の名品もみどころのひとつですが、特に遺

偈は最期の力を振りしぼって筆を揮った様子が

ゆがんだ文字に表われています。合わせて5点の
遺偈を展示します（前後期とも2点ずつ。加えて
第1・2週には清拙正澄の国宝の遺偈を展示）。

禅宗では師から弟子へ教えを継承したあ

かしに、衣を授けることがありました。これ

を伝法衣といいます。無極志玄と空谷明

応の師弟の画像に描かれたのと同じ文様

の袈裟が残っています。ちなみに袈裟は

中国製が多く、いろいろな文様が織り込

まれています。

教科書や歴史書でおなじみの足利

義満、義持、義教の肖像を展示し

ます。

◎円爾弁円墨蹟 遺偈 鎌倉時代・弘安3年（1280）
京都・東福寺蔵 8/21から展示

◎無関普門像（部分）
平田慈均賛 南北朝時代・14世紀　
京都・南禅寺蔵 8/19まで展示

◎無関普門坐像（部分）
鎌倉時代・13世紀
京都・龍吟庵蔵

◎癡兀大慧坐像（部分）
鎌倉時代・14世紀
愛媛・保国寺蔵

◎癡兀大慧像（部分）
自賛 鎌倉時代・14世紀
京都・願成寺蔵 8/21から展示

無極志玄像（部分）自賛　
南北朝時代・14世紀
京都・慈済院蔵　
8/21から展示

空谷明応像（部分）自賛　
南北朝～室町時代・14世紀
京都・慈済院　
8/21から展示

上から

◎足利義満像（部分） 伝飛鳥井雅親賛
室町時代・15世紀　京都・鹿苑寺蔵
8/28から展示

◎足利義持像（部分） 伝土佐行秀筆　
怡雲寂3賛　室町時代・15世紀
京都・神護寺蔵　
8/21から展示

◎足利義教像（部分） 瑞渓周鳳賛　
室町時代・15世紀
愛知・妙興寺蔵　8/19まで

足利義満坐像（部分）
室町時代・15～16世紀　京都・等持院蔵

九条袈裟 無極志玄所用　
元時代・13～14世紀
京都・慈済院蔵　8/28から展示

九条袈裟の部分

0清拙正澄墨蹟 遺偈 南北朝時代・暦応2年（1339）
神奈川・常磐山文庫蔵 8/13まで展示

第
2
章

第
3
章

注目 !!
今回展示する作品はお寺では

ほとんど見ることができません。

※作品を永く保存するため、

絵画・書跡・袈裟は展示する

期間が限られます。

あらかじめご了承ください。

第1章

第1章
兼密禅から純粋禅へ

第2章
夢窓派の台頭

第3章
将軍家と五山僧

＊0は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表わします。とくに表記のないものは東京国立博物館蔵です
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展覧会データ

で
あ
る
武
器
武
具
、
家

康
が
日
常
用
い
た
遺
愛

の
品
々
、
神
格
化
さ
れ
た
東
照
大
権
現
御

影
、
さ
ら
に
朝
廷
や
諸
外
国
と
の
交
流
を

伝
え
る
資
料
に
よ
っ
て
将
軍
の
権
威
・
権
力

を
紹
介
し
ま
す
。「
格
式
の
美
」で
は
、
名

物
茶
道
具
や
豪
華
な
能
装
束
、
絵

画
・
書
跡
の
名
品
等
、
武
家

の
美
意
識
を
代
表
す
る

作
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。
天
下
一
と

も
称
え
ら
れ
た
大
名

物
の
茶
入「
初
花
」と

「
新
田
」
が
初
め
て
同

時
に
公
開
さ
れ
、
ま
た

王
朝
絵
画
の
至
宝「
源
氏
物
語

絵
巻
」も
必
見
で
す
。「
姫
君
の
み
や
び
」で

は
、「
初
音
蒔
絵
調
度
」に
代
表
さ
れ
る
華

麗
な
婚
礼
調
度
と
絢
爛
た
る
衣
装
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

武
家
文
化
の
粋
を
集
め
た
三
百
点
余

を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
冨
坂
賢
）

の
た
び
当
館
で
は
、
徳
川
将
軍
家
、

尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
徳
川
御
三

家
、
さ
ら
に
久
能
山
・
日
光
・
紀
州
の
東
照

宮
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
宝
物
を
一
堂
に
ご

覧
い
た
だ
く「
大
徳
川
展
」を
開
催
い
た
し

ま
す
。

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任

じ
ら
れ
た
慶
長
八
年（
一
六
〇

三
）か
ら
二
百
六
十
年

間
の
江
戸
時
代
、
諸

大
名
の
頂
点
に
位

置
し
た
徳
川
家

は
、
武
家
の
棟
梁
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
・
伝

統
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
「
将
軍
の
威

光
」「
格
式
の
美
」「
姫
君
の
み
や
び
」と
い

う
三
つ
の
テ
ー
マ

構
成
で
紹
介

し
ま
す
。

「
将
軍
の

威
光
」
で
は
、

武
将
の
象
徴

こ

1

白綸子地雲立涌菊折枝模様打掛 江戸時代・19世紀 東京・5川記念財団蔵
○漢作肩衝茶入 銘新田中国 南宋時代・13世紀 茨城・徳川博物館蔵
◎歯朶具足 徳川家康所用 安土桃山時代・16世紀 静岡・久能山東照宮博物館蔵
0源氏物語絵巻 東屋一　平安時代・12世紀 愛知・徳川美術館蔵

1

2

3

4

大徳川展
10月10日（水）～12月2日（日） 東京国立博物館 平成館特別展示室第1室～第4室

主 催：東京国立博物館、財団法人5川記念財団、財団法人徳川黎明会、財団法人水府明徳会、テレビ朝日、
朝日新聞社、博報堂DYメディアパートナーズ

観覧料：一般1,500円（1,300円／1,200円）大学生1,200円（1,000円／800円）高校生900円（700円／500円）

※（ ）内は前売り／20名以上の団体料金。障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に、障害手帳などを
ご提示ください。
※前売券は、当館窓口のほか、JR東日本みどりの窓口、びゅうプラザ、電子チケットぴあ、ローソンチケット、

CNプレイガイド、イープラス、JTB各支店などで発売中

お問い合わせ先：「大徳川展」主催事務局 03-3587-8070
オフィシャルサイト：http://www.daitokugawa.com/
※出品作品は会期中展示替があります。展示期間につきましては、「大徳川展」主催事務局までお問い合わせ
ください。

3

2
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北
宋
時
代
に
妙
腕
を
ふ
る
っ
た
三
人
の
能
書

の
う
ち
、
蘇
軾
と
黄
庭
堅
は
高
級
官
吏
登
用
試

験
で
あ
る
科
挙
の
試
験
に
及
第
し
、
政
治
家
と

し
て
活
躍
す
る
一
方
、
文
学
者
と
し
て
も
卓
越

し
た
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
全
人
的
な
教
養
を

備
え
た
彼
ら
は
、
書
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
流

れ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
き
わ
め
て
個
性

的
な
書
風
を
創
出
し
た
書
人
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
裕
福
な
家
柄
に
生
ま

れ
た
米べ

いV

ふ
つ

は
、
早
く
か
ら
科
挙
の
試
験
を
断
念

し
た
か
の
よ
う
な
観
が
あ
り
ま
す
。
肉
親
の
勲

功
に
よ
り
科
挙
の
試
験
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、

秘
書
省
校
書
郎
と
い
う
地
位
を
与
え
ら
れ
、
地

方
官
を
歴
任
し
た
米V

で
し
た
が
、
彼
は
む
し

ろ
官
途
を
歩
み
、
名
利
を
求
め
る
こ
と
に
は
興

味
を
示
さ
ず
、g

墨
の
世
界
に
身
を
処
し
、
歴

代
の
書
画
の
名
品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
美
の
探

究
に
生
涯
を
か
け
た
生
粋
の
芸
術
家
だ
っ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
書
画
家
、
鑑
定

家
と
し
て
の
彼
の
名
声
は
早
く
か
ら
世
に
知
ら

れ
、h

宗
皇
帝
は
彼
の
た
め
に
、
宮
中
に
所
蔵

さ
れ
る
書
画
の
名
品
を
鑑
定
す
る
役
職
を
、
新

た
に
設
置
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
虹
県
詩
巻
は
、
米V

が
当
時
、
風
光
明

媚
な
虹
県
を
船
で
通
過
し
た
際
に
作
っ
た
七
言

絶
句
二
首
と
、
旧
作
の
七
言
絶
句
一
首
を
、i

大
ほ
ど
の
大
き
な
字
粒
で
揮
毫
し
た
書
巻
で

す
。
隋
の
煬
帝
が
開
い
たa

河
の
両
岸
に
は
、
後

世
の
人
々
に
隋
堤
と
称
さ
れ
た
堤
が
築
か
れ
、

そ
こ
に
枝
垂
れ
る
楊
柳
の
情
景
は
、
古
く
か
ら

多
く
の
詩
人
に
謳
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
米V

は
、

幾
た
び
も
こ
のa
河
を
船
で
往
来
し
て
い
ま
す
。

王
羲
之
の
快
雪
時
晴
帖
や
王
献
之
の
中
秋
帖
、

あ
る
い
は
晋
賢
十
三
帖
な
ど
、
数
々
の
名
品
の

収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
米V

は
、
所
蔵
の
書

画
を
船
に
持
ち
込
み
、
自
ら
宝
晋
斎
と
い
う
看

板
を
船
上
に
掲
げ
、
さ
な
が
ら
移
動
す
る
私
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
船
旅
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
米
家
の
書
画
船
と
称
さ
れ

た
こ
の
船
は
、
当
時
か
ら
世
人
の
耳
目
を
集
め

て
い
た
よ
う
で
す
。

第
二
首
の
文
中
に
、「
天
は
残
年
を
し
て
筆
研

を
司
ら
し
む
」の
句
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
書
巻
は
お
そ
ら
く
、
米V

が
晩
年
に
書
学
博

士
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
十
枚
の
紙
を
継
ぎ
、
紙
の
継
ぎ
目
に

は「
米V

」の
朱
文
方
印
を
押
し
て
い
る
こ
の
書

巻
は
、
紙
に
も
造
詣
の
深
か
っ
た
米3

が
、
あ
ら

か
じ
め
特
製
の
紙
を
用
意
し
た
も
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
伝
統
的
な
書
法
に
立
脚
し
た
、
米V

最
晩
年
の
代
表
作
を
ご
清
賞
く
だ
さ
い
。

（
富
田
淳
）

米l

最
晩
年
の
代
表
作

行
書
虹
県
詩
巻

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内
2
0
0
7
年
8
月
・
9
月

9
月
4
日（
火
）〜
10
月
28
日（
日
）
東
洋
館
第
8
室

特
集
陳
列
「
中
国
書
画
精
華
」
よ
り行

書
虹
県
詩
巻（
部
分
）
米
U
筆
　
北
宋
時
代
・
崇
寧
5
年（
1
1
0
6
）頃

米
U
のk

年
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、k

す
る
1
〜
2
年
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る



て
い
る
よ
う
な
か
わ
い
ら
し
い
草
花
文
を

あ
ら
わ
し
た
幡
足
の
残
欠
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

（
澤
田
む
つ
代
）

6

青磁碗 高麗時代・10世紀
技術は未熟ながら、中国の青磁を忠実に模倣しています

東
洋
館
第
5
室
　
中
国
染
織

鎌
倉
時
代
以
降
、
日
本
に
は
中
国
か
ら

禅
宗
と
と
も
に
多
く
の
書
画
器
物
が
舶
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
や
が
て

日
本
人
固
有
の
美
意
識
に
基
づ
い
て
鑑
賞

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
物
と
し
て
書
院

の
座
敷
飾
や
茶
の
湯
の
道
具
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
足
利
義
満
の
蔵

品
を
中
心
と
す
る
足
利
将
軍
家
伝
来
の
も

の
は
、
東
山
御
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し

た
。
今
春
、
当
館
の
梁
楷
の
出
山
釈U

図

と
雪
景
山
水
図
が
、
東
山
御
物
の
最
高
の

品
格
を
も
つ
三
幅
対
と
し
て
国
宝
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、「
東
洋

の
美
―
唐
物
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
国

宝
の
夏
景
山
水
図（
久
遠
寺
蔵
）、
国
宝
の

青
磁
下
蕪
瓶（
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ー
ル
美
術
財

団
）、
重
文
の
猿
図（
伝
毛
松
）、
重
文
の
青

磁
茶
碗
（
銘

馬
蝗
絆
）な
ど
の
唐
物
の
名

品
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
湊
信
幸
）

本
館
　
特
別
1
室

企
画
展
示

東
山
御
物
最
高
の
品
格
を
も
つ
優
品

特
集
陳
列

「
東
洋
の
名
品
―
唐
物
」

9
月
11
日（
火
）〜
10
月
8
日（
月
・
祝
）

今
回
は
描
絵
の
作

品
を
陳
列
い
た
し

ま
す
。
描
絵
は
筆

の
よ
う
な
も
の
が

あ
れ
ば
、
顔
料
や

染
料
を
含
ま
せ
て

自
由
に
描
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
描
き
手
の
個
性
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。
平
絹
や
綾
に
唐
草
風
の
文
様

を
流
麗
に
描
い
た
も
の
や
、
身
近
に
咲
い

敦
煌
出
土
裂
は
、
大
谷
光
瑞
の
中
央
ア

ジ
ア
探
検
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の
一
部

で
す
。
残
欠
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い

な
か
で
、
幡
な
ど
形
を
推
測
で
き
る
も
の

も
遺
っ
て
お
り
貴
重
で
す
。
と
り
わ
け
裂

の
種
類
は
豊
富
で
、
同
時
代
の
正
倉
院
な

ど
の
染
織
品
同
様
、
夾き

ょ
う

纈け
ち

を
は
じ
め
描か

き

絵え

、

綾あ
や

、
錦

に
し
き

、
綴つ

づ
れ

織お
り

、
刺
繍
等
さ
ま
ざ
ま
な
技

法
が
み
ら
れ
ま
す
。「
敦
煌
出
土
裂
Ⅰ
」
で

は
幡
関
係
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
が
、

高
麗
青
磁
の
魅
力
に
迫
る

特
集
陳
列

「
高
麗
翡
色
青
磁
の
誕
生
」

9
月
4
日（
火
）〜
12
月
2
日（
日
）

東
洋
館
第
10
室
　
朝
鮮
考
古
・
美
術

に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
十

二
世
紀
前
半
に
は
「
翡ひ

色し
ょ
く

青

磁
」
と
よ
ば
れ
る
高
い
水
準

に
到
達
し
、
中
国
か
ら
高
麗

を
訪
れ
た
使
者
が
そ
の
美

し
さ
を
絶
賛
し
た
文
献
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
麗
青

磁
の
誕
生
か
ら
成
熟
へ
と
い

た
る
過
程
の
作
品
を
中
心

に
、
高
麗
青
磁
の
魅
力
に
迫

り
ま
す
。

（
今
井
敦
）

朝
鮮
半
島
で
は
、
高
度
の
土
器
焼
成
技

術
の
基
盤
の
う
え
に
、
中
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

の
越え

っ

州し
ゅ
う

窯よ
う

か
ら
技
術
が
伝
え
ら
れ
、
十
世
紀
頃

に
青
磁
の
生
産
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
窯
址
の
発
掘
調
査
の

進
展
に
よ
り
、
窯
の
構
造
等
が
解
明
さ
れ
、

そ
の
影
響
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
高
麗
青
磁
は
し
だ
い
に
中
国
の
青

磁
の
影
響
を
離
れ
、
独
特
の
作
風
を
完
成

さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
特
色
は
、
透
明

感
の
あ
る
釉
色
、
精
緻
な
彫
り
文
様
な
ど

左からB雪景山水図 梁楷筆（南宋時代・13世紀）、B出山釈　図 梁楷筆（南宋時代・13世紀）、
B雪景山水図 伝梁楷筆（南宋～元時代・13～14世紀）。東山御物の最優品として国宝に指定
された梁楷の三幅対

近
年
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
染
織
品

特
集
陳
列

「
敦
煌
出
土
裂
II

敦
煌
出
土
の
描
絵
」

8
月
28
日（
火
）〜
11
月
18
日（
日
）

淡
うす

縹
はなだ

地唐草文描絵綾 唐時代・8～9世紀
一気に描いたような迫力ある筆致に注目
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天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
八
月
に
日

本
に
伝
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
天
下
を

統
一
し
た
織
田
信
長
の
も
と
で
興
隆
期
を

迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
豊
臣
秀
吉
、
徳

川
家
康
の
禁
教
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰

は
困
難
を
極
め
、
島
原
の
乱
を
機
に
、
さ

ら
に
信
者
へ
の
迫
害
が
強
化
さ
れ
、
踏
絵

な
ど
に
よ
る
摘
発
も
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
一
定
の
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら

れ
た
の
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
新
政

府
が
欧
米
の
圧
力
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の

高
札
を
撤
廃
し
た
と
き
で
す
。

今
回
は
、
日
本
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
そ
の

受
容
の
歴
史
を
、
キ
リ
シ
タ
ン

関
係
遺
品
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介

し
ま
す
。
シ
ド
ッ
チ
将
来
の

『
聖
母
像
』（
親
指
の
マ
リ
ア
）

や『
天
正
遣
欧
使
節
記
』、
踏
絵
を
は
じ
め
、

長
崎
奉
行
所
に
よ
る
没
収
品
で
あ
る
ロ
ザ

リ
オ
、
十
字
架
な
ど
の
遺
品
を
展
示
い
た

し
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

本
館
特
別
2
室

企
画
展
示

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品

特
集
陳
列

「
キ
リ
シ
タ
ン
―
信
仰
と
そ
の
証
―
」

8
月
21
日（
火
）〜
9
月
30
日（
日
）

◎聖母像（親指のマリア） イタリア・17世紀後半
1708年、屋久島に潜入したイタリア人宣教師シドッチが所持していた聖母像で、b
をつたう涙と、袖口からみせた親指がとくに印象的である

本
館
14
室
　
工
芸

る
こ
と
か
ら
、
長
い
歴
史
が
あ
り
、
最
も

普
遍
的
な
絵
付
け
技
法
と
し
て
広
く
行
わ

れ
ま
し
た
。
鉄
絵
は
中
国
の
ほ
か
、
朝
鮮
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
そ
し
て
日
本
で
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
で
は
鉄て

っ

砂し
ゃ

、
日
本
で

は
銹さ

び

絵え

と
も
よ
ば
れ
、
絵
志
野
や
織
部
も

一
種
の
鉄
絵
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青せ
い

花か

（
染そ

め

付つ
け

）の
よ
う
な
細
密
な
描
写
は
み

ら
れ
な
い
も
の
の
、
民
窯
ら
し
い
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
表
現
や
、
量
産
品
ゆ
え
の
勢
い
の
あ

る
筆
づ
か
い
に
は
、
独
特
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
陶
磁
史
の
底
流
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
、
大
胆
で
生
気
に
富
ん
だ
絵
付
け
に

特
色
が
あ
る
東
洋
の
鉄
絵
を
、
時
代
、
地

域
の
枠
を
超
え
て
概
観
い
た
し
ま
す
。

（
今
井
敦
）

鉄
絵
と
は
鉄
分
を

含
む
顔
料
を
用
い
て

筆
彩
で
文
様
を
あ
ら

わ
す
技
法
を
い
い
ま

す
。
入
手
し
や
す
い

身
近
な
材
料
を
用
い

大
胆
で
生
気
に
富
ん
だ
筆
彩

特
集
陳
列

「
描
く
や
き
も
の
―
奔
放
な
る

鉄
絵
の
世
界
」

9
月
26
日（
水
）〜
12
月
16
日（
日
）

本
館
16
室
　
歴
史
資
料

「
歴
史
を
伝
え
る
」シ
リ
ー
ズ

特
集
陳
列

「
博
物
図
譜
―

も
の
の
真
の
姿
を
探
る
―
」

7
月
3
日（
火
）〜
8
月
26
日（
日
）

東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
博
物
図

譜
の
多
く
は
、
明
治
初
年
に
博
物
局
の
田

中
芳
男
を
中
心
と
す
る
天
産
部
に
よ
っ
て
、

収
集
あ
る
い
は
作
成
・
編
集
さ
れ
た
も
の
で

す
。
田
中
ら
は
江
戸
時
代
の
図
譜
に
、
博
物

局
の
画
家
た
ち
の
図
を
加
え
て
、
博
物
館

図
譜
を
編
集
し
、
そ
の
成
果
は
出
版
に
よ

っ
て
、
西
洋
の
学
問
の
普
及
に
役
立
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
、
天
産
部
は
廃
止
さ
れ
、
博

物
図
譜
な
ど
の
資
料
は
帝
室
博
物
館
歴
史

部
に
引
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
図
譜
を
編
集
し
た

堀
田
正
敦
、
木
村
蒹
葭
堂
や
、
画

家
の
高
橋
由
一
、
関
根
雲
停
、
中

島
仰
山
、
服
部
雪
斎
ら
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
動
植
物
な
ど
の

真
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

た
博
物
図
譜
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
田
中

芳
男
が
収
集
し
、
博
物
館
に
寄

贈
し
た
蝙
蝠
の
玩
具
な
ど
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。（
高
橋
裕
次
）

くじら・まんぼう・ないらぎ 江戸時代・18世紀
たくさんの鯨、イルカとともに、鮫、シャチ、エイ、まんぼう、ないらぎ
（かじきまぐろ）など計36頭が泳いでいる様子を描く

鉄
砂
草
花
文
瓶

朝
鮮
時
代
・
17
世
紀

大
胆
に
省
略
さ
れ
た
文
様
は
、

ま
る
で
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
よ
う



8

『
源
氏
物
語
』
の
「
関
屋
」
の
一
場
面
。

光
源
氏
が
石い

し

山や
ま

詣も
う
で

の
途
中
、
逢お

う

坂さ
か

の
関
で

か
つ
て
の
恋
人
空う

つc

せ
み

の
一
行
と
出
会
う
場

面
で
、
源
氏
ら
に
道
を
譲
る
た
め
に
牛
車

を
止
め
て
待
つ
空c

の
一
行
を
描
い
て
い

ま
す
。
背
景
を
一
切
省
い
た
金
地
の
奥
深

い
空
間
に
、
源
氏
の
牛
車
と
従
者
た
ち
の

華
麗
な
行
列
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
図
上
に
公d

の
烏
丸
光
広
が
物
語
の

一
節
と
自
詠
歌
を
書
き
つ
け
て
い
て
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、「
関
屋
」
の
絵
画
化
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
松
原
茂
）

こ
の
仮
名
消
息
は
、
も
と「
延
喜
式
」の

巻
二
十
の
紙
背
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
背
面

に
見
え
る
の
が『
延
喜
式
』の
本
文
で
、
東

京
国
立
博
物
館
蔵
の
該
当
部
分
と
一
致
し

ま
す
。
ほ
か
に
、「
延
喜
式
」
紙
背
の
仮
名
消

息
は
、
巻
第
四（
二
通
）・
第
二
十（
一
通
）・

第
三
十
一（
二
通
）の
三
巻
に
所
収
さ
れ
る

五
通
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
延
喜
式
」
巻

二
十
に
は
、
長
元
三
年（
一
〇
三
〇
）の
年

号
を
持
つ
紙
背
文
書（「
上
野
国
交
替
実
録

帳
」）が
あ
り
、
こ
の
仮
名
消
息
も
長
元
年

間
を
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
代
に
書
写
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
び
や
か
で
流
麗
な
連
綿
が
数
文
字

に
わ
た
っ
て
続
き
ま
す
。
時
代
的
に
、

相
前
後
す
る
「
高
野
切
」
な
ど
の
調
度

手
本
と
は
異
な
り
、
お
お
ら
か
に
そ
し

て
気
軽
に
筆
を
運
ん
で
い
ま
す
。
用
の

美
と
も
い
え
る
美
し
い
仮
名
で
、
仮
名

の
発
生
か
ら
展
開
を
考
え
る
上
で
も

貴
重
な
遺
品
で
す
。

手
紙
は
当
事
者
同
士
が
理
解
で
き

れ
ば
事
足
り
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
本

来
、
用
が
済
め
ば
廃
棄
さ
れ
る
運
命
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
仮
名
消
息
は
、
紙
が

貴
重
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
再
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
紙
背
に『
延
喜

式
』と
い
う
貴
重
な
典
籍
を
書
写
し
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
残
っ
た
も
の
で

す
。

（
島
谷
弘
幸
）

◎関屋図J風 伝俵屋宗達筆　烏丸光広賛　江戸時代・17世紀
背景を省略することにより、従者たちのさまざまな姿態や表情、
全体の構成のおもしろさを引き立たせています

光
源
氏
と
か
つ
て
の
恋
人
の
再
会
を
描
く

重
文

関
屋
図
H
風

伝
俵
屋
宗
達
筆
　
烏
丸
光
広
賛

7
月
18
日（
水
）〜
8
月
26
日（
日
）

本
館
7
室
　
J
風
と
襖
絵

「
和わ

歌か

体た
い

十じ
ゅ
っ

種し
ゅ

」は
、『
古
今
和
歌
集
』撰

者
の
一
人
で
あ
る
壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

を
作
者
に
仮

託
し
た
歌
論
で
、
十
一
世
紀
初
頭
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
十

一
世
紀
半
ば
の
、
い
わ
ゆ
る
か
な
の
開
花
の

時
期
に
書
写
さ
れ
た
良
質
な
写
本
で
、
筆

跡
の
優
美
さ
が
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
巻

末
の
奥
書
を
み
る
と
、
慶
安
五
年（
一
六
五

二
）に
古こ

筆ひ
つ

了り
ょ
う

佐さ

が
藤
原
忠
家（
一
〇
三
三

〜
九
一
）の
筆
跡
と
鑑
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
そ
の
確
証
は
な
く
筆
者
は
不
明
で
す
が
、

書
写
年
代
に
つ
い
て
は
今
日
の
研
究
と
ほ
ぼ

合
致
し
て
お
り
、
了
佐
の
目
の
深
さ
も
見
過

ご
せ
ま
せ
ん
。

（
丸
山
猶
計
）

か
な
の
華

国
宝

和
歌
体
十
種7

月
31
日（
火
）〜
9
月
9
日（
日
）

本
館
2
室
　
国
宝
室

紙
背
の
貴
重
な
典
籍
の

お
か
げ
で
伝
世
し
た
消
息

仮
名
消
息
（
延
喜
式
紙
背
）

伝
西
行
筆

8
月
7
日（
火
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

本
館
3
室
　
宮
廷
の
美
術

仮名消息
（延喜式紙背）
伝西行筆　
平安時代・11世紀
個人蔵

B和歌体十種（部分）平安時代・11世紀
藍や紫の繊維を漉き込んだ「飛雲」。大ぶりで悠 と々したさまが特徴的です

初
々
し
い
貴
公
子
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

牛
若
丸
図
狩
野
探
幽
筆

7
月
18
日（
水
）〜
8
月
26
日（
日
）

本
館
8
室
　
書
画
の
展
開

源
義
経
の
少
年
時
代
の
姿
を
描
い
た
と

さ
れ
る
も
の
で
、
徳
川
将
軍
家
に
伝
わ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。力
強
く
両
足
で
立
ち
、

左
掌
を
か
っ
と
広
げ
た
所
作
な
ど
か
ら
、

位
の
高
い
武
家
が
実
際
に
演
じ
た
能
な
ど

を
演
じ
た
姿
を
写
し
と
っ
た
も
の
と
み
て
、

演
劇
の
舞
台
で
の
姿
を
も
と
に
し
た
絵
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
髪
の

瑞
々
し
い
質
感
な
ど
息
づ
か
い

を
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
生
々
し

い
表
情
や
、
鎧
、
袴
な
ど
の
衣

服
の
際
立
っ
て
入
念
な
描
き
込

み
を
み
る
と
、
特
定
の
人
物
の

肖
像
画
と
し
て
、
こ
の
絵
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

（
松
嶋
雅
人
）

牛
若
丸
図（
部
分
）

狩
野
探
幽
筆

江
戸
時
代
・
17
世
紀

個
人
蔵



十
七
世
紀
後
半
、
急
速
な
経
済
発
展
を

背
景
と
し
て
上
方
に
拮
抗
す
る
文
化
を
形

作
ろ
う
と
し
て
い
た
江
戸
。
そ
こ
に
生
き

る
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
意
識
を
映
し
だ

し
た
絵
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
美
し
く
着
飾
っ
た
女
性
の
姿
が
人
の

目
を
引
き
、
そ
の
姿
を
色
鮮
や
か
に
描
い

て
床
の
間
に
飾
る
。
浮
世
絵
美
人
図
は
、

現
実
に
生
き
る
人
の
姿
を
鑑
賞
の
対

象
と
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
に
立
ち
会
い
、
人
々
の
嗜
好

を
絵
画
化
し
て
い
っ
た
菱
川
師
宣
が

描
く
江
戸
の
美
人
は
、
大
い
に
人
気

を
集
め
、
浮
世
絵
の
祖
と
賞
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
作

と
さ
れ
る
一
人
立
ち
美
人
図
が
こ
の

作
品
で
す
。

（
田
沢
裕
賀
）

頭
上
面
か
ら
足
元
ま
で
白び

ゃ
く

檀だ
ん

の
一
木
か

ら
彫
り
出
し
、
装
身
具
を
細
か
に
表
わ
す

典
型
的
な
檀だ

ん

像ぞ
う

で
す
。
中
国
の
唐
時
代
初

期
は
イ
ン
ド
的
な
表
現
が
流
行
し
ま
し
た

が
、
こ
の
像
の
大
き
な
上
瞼
や
高
く
て
先

の
と
が
っ
た
鼻
は
、
イ
ン
ド
の
グ
プ
タ
朝
の

仏
像
の
表
現
に
通
じ
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ド
的

表
現
は
、
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

三さ
ん

蔵ぞ
う

な
ど
が
イ
ン
ド
か
ら

持
ち
帰
っ
た
仏
像
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
玄
奘
が
新
た
に
漢
訳
し
た
経
典
に
は
、

十
一
面
観
音
菩O

は
白
檀
で
一
尺
三
寸
の

大
き
さ
に
造
り
、
手
に
は
数
珠
を
掛
け
て

施せ

無む

畏い

手
と
せ
よ
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

像
は
ま
さ
に
そ
れ
に
一
致
し
ま
す
。

（
丸
山
士
郎
）

ク
リ
シ
ュ
ナ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
三
大

神
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
八
番
目

の
化
身
で
す
。
青
い
肌
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、

池
に
生
え
たe

の
上
で
、
左
足
を
あ
げ
、

身
を
く
ね
ら
せ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。
右
手

に
は
得
意
の
楽
器
フ
ル
ー
ト
、
左
手
に
持

っ
て
い
る
の
は
ゴ
ー
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
と
い
う

名
前
の
山
で
、
ピ
ン
ク
色
の
大
地
に
樹
木

や
家
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
シ
ュ
ナ
が
雨
の
神
を
ま
つ
る
牛
飼

い
た
ち
に
対
し
て
、
牛
を
養
う
山
へ
の
信

仰
を
勧
め
た
た
め
、
雨
の
神
イ
ン
ド
ラ
は

怒
っ
て
大
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
し
か
し
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
は
何
と
ゴ
ー
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
山

を
も
ち
あ
げ
て
7
日
の
間
、
左
手
の
小
指

1
本
で
そ
れ
を
支
え
、
人
々
は
そ
の
下
に

隠
れ
て
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
（
小
泉
惠
英
）

9

檀
像
の
名
品

重
文

十
一
面
観
音

菩
D
立
像

9
月
19
日（
水
）〜
12
月
16
日（
日
）

本
館
11
室
　
彫
刻

勇
壮
な
神

ゴ
ー
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
山
を

持
ち
上
げ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ

8
月
28
日（
火
）〜
11
月
18
日（
日
）

東
洋
館
第
3
室
　
南
ア
ジ
ア
の
美
術
と
考
古

木
画
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
木
を
嵌

め
て
文
様
を
表
わ
す
寄
木
細
工
の
よ
う
な

技
法
で
、
木
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
色
や
肌
合

い
で
色
彩
的
な
変
化
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
箱
は
被
印
籠
蓋

か
ぶ
せ
い
ん
ろ
う
ぶ
た

造
り
で
、
広

葉
樹
を
素
地
に
用
い
、
象
牙
、
黒
檀
、
象
牙

を
細
く
切
っ
た
線
で
三
重
に
斜
格
子
と
三

角
を
つ
く
り
、
そ
の
間
に
菱
形
や
三
角
に

切
っ
た
沈
香
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
木
画
は
日

本
で
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
正
倉
院
宝
物
に
は

亀
甲f
文
を
金
線
で
つ
く
り
、
そ
の
間
に

沈
香
を
貼
り
込
ん
だ
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う

ど
が
十
個
ほ
ど
出
土
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

い
っ
し
ょ
に
同
時
期
の
板
碑
が
二
十
枚
出
土

し
、
そ
の
う
ち
十
枚
を
企
画
展
示
室
で
10

月
28
日（
日
）ま
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
望
月
幹
夫
）

中
国
に
倣
っ
た
瓶
の
形

褐
釉
印
花
文
瓶

12
月
2
日（
日
）ま
で

平
成
館
考
古
展
示
室

沈
香
に
よ
る
寄
せ
木
細
工
の
経
箱

国
宝

木
画
経
箱

9
月
4
日（
火
）〜
10
月
28
日（
日
）

法
隆
寺
宝
物
館
第
4
室

木
・
漆
工

浮
世
絵
の
祖
の
代
表
作

見
返
り
美
人
図

菱
川
師
宣
筆

8
月
28
日（
火
）〜
9
月
24
日（
月
・
休
）

本
館
10
室
　
浮
世
絵
と
衣
装

見
返
り
美
人
図
（
部
分
）

菱
川
師
宣
筆
　

江
戸
時
代
・
17
世
紀

◎
十
一
面
観
音
菩
K
立
像

唐
時
代
・
7
世
紀

本
特
集
で
は
、
こ
の
作
品
の
他
、
イ
ン
ド
各
地
の
細
密

画
を
前
後
期
20
点
ず
つ
計
40
点
展
示
し
ま
す（
展
示
替

は
10
月
9
日
）。
本
作
品
は
後
期
に
展
示
の
予
定

B木画経箱 奈良時代・8世紀

な
手
法
の
箱
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
天
保
十

三
年
の
御
宝
物
図
会
に
は
「
用
明
天
皇
御

宸
筆
外
題
皇
太
子
御
手
ノ
皮
ニ
テ
張
玉
フ

箱
沈
香
寄
セ
木
」
と
あ
り
、
法
華
経
八
巻

を
納
め
て
い
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

（
原
田
一
敏
）

中
世
の
武
家
社
会
で
は
、
中
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
白
磁
の
梅め

い

瓶ぴ
ん

・
水
注
・
四
耳
壺

が
珍
重
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
ね
た
陶
器
が

瀬
戸
で
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
作

品
は
古
瀬
戸
の
梅
瓶
の
優
品
で
、
梅

瓶
と
は
、
肩
の
張
っ
た
細
長
い
胴
部

に
小
さ
め
の
口
を
つ
け
た
器
の
こ
と

で
す
。
愛
宕
神
社
境
内
か
ら
は
、
ほ

か
に
も
骨
壺
と
し
て
使
用
さ
れ
た
古
瀬

戸
の
黄
釉
四
耳
壺
・
梅
瓶
、
常
滑
の
壺
な

褐
釉
印
花
文
瓶

栃
木
県
小
山
市
上
石
塚
愛
宕
神
社

境
内
出
土
　
鎌
倉
時
代
・
14
世
紀

胴
上
半
部
に
菊
花
文
と
蕨
手
文
を
描
き
、
全
体
に
褐

釉
が
厚
く
か
か
る
古
瀬
戸
の
優
品
。
骨
壺
と
し
て
使

用
さ
れ
た

ゴ
ー
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
山
を
持
ち
上
げ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
　

ビ
カ
ネ
ー
ル
派
　
18
世
紀
後
半



10

集
「
仏
像
の
道
―

イ
ン
ド
か
ら
日
本

へ
」は
、
古
代
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
仏
教
の

信
仰
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
仏
像
が
、
仏

教
の
伝
播
と
と
も
に
各
地
へ
広
が
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
・
時
代
の
中
で
、
仏
教
と
と
も

に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

か
、
を
示
そ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

本
展
示
で
は
、
形
の
変
化
を
な
る
べ
く

わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
如
来
像
を
多

く
集
め
ま
し
た
が
、
数
点
の
菩O

像
も
含

ま
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
足
を
組
ん
で
坐
り
、

右
手
を
頬
に
当
て
た
い
わ
ゆ
る
半
跏
思
惟

像
と
よ
ば
れ
る
作
品
が
三
点
あ
り
ま
す
。

古
代
の
わ
が
国
で
は
、
広
隆
寺
や
中

宮
寺
の
例
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に

半
跏
思
惟
像
の
信
仰
が
盛
ん
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
は
今
で
も
人
々

の
心
を
引
き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

実
は
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
に
お
い

て
、
こ
の
魅
力
的
な
半
跏
思
惟
像
が
何
の

像
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
は
っ

き
り
と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
青
年
時
代
の

釈U

、
弥
勒
菩O

、
観
音
菩O

な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
こ
の
特
徴
あ
る
姿
の
三
体
の

像
を
見
比
べ
な
が
ら
、
古
代
の
人
々
が

各
々
の
像
へ
向
け
た
信
仰
の
形
に
も
想
像

を
め
ぐ
ら
せ
て
み
て
下
さ
い
。
（
小
泉
惠
英
）

特

石造菩E半跏像
中国 北斉時代・6世紀

銅造半跏思惟像
朝鮮 三国時代・7世紀

銅造菩E半跏像
日本 那智経塚出土
飛鳥時代・7世紀

1

1

2

3

3

良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遊
び
道
具

を
集
め
た
特
集
展
示
で
す
。

古
く
は
、
聖
徳
太
子
が
遊
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る

水
晶
の
お
手
玉
か
ら
、
優
雅
な
貝
合
せ
、
江
戸
の

庶
民
の
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
か
る
た
や
双
六
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
江
戸
時
代
の
大

名
な
ど
が
、
眺
め
て
触
っ
て
楽
し
ん
だ

龍
や
蛇
の「
自
在
置
物
」で
す
。
か
ら
だ

が
自
由
自
在
に
動
い
て
、
ど
ん
な
ポ
ー

ズ
も
思
い
の
ま
ま
。
精
巧
な
つ
く
り
に

驚
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
今
の
お
も
ち
ゃ

や
ゲ
ー
ム
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
は
、
文
化
を
写
す
鏡
で
す
。

お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し

や
時
代
の
感
性
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

ばけ物大せり合すご六 江戸時代・17世紀　
8/14（火）から展示 江戸の妖怪大集合の双六。
表慶館「みどりのライオン」では、この双六を含め3
種類の双六の複製で遊べます

い
っ
ぽ
う
、
遊
ぶ
楽
し
さ
は
今
も

昔
も
き
っ
と
同
じ
。
そ
こ
で
、
表
慶
館「
み
ど

り
の
ラ
イ
オ
ン
」体
験
の
間
に
は
、
本
館
で
展
示
さ

れ
た
お
も
ち
ゃ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー「
昔
の
ゲ
ー
ム
を

楽
し
も
う
！
」を
設
け
ま
し
た
。
展
示
作
品
の
レ
プ

リ
カ
を
使
っ
て
聖
徳
太
子
の
お
手
玉
体
験
、
双
六
遊

び
、
カ
ル
タ
作
り
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
10
日（
金
）、
17
日（
金
）の
夜
間
開
館
時
に

は
大
人
の
た
め
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
貝
合
せ
作
り
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
体
験

の
間
で
は
、
遊
び
な
が
ら
東
博

構
内
を
周
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
東

博
す
ご
ろ
く
を
配
布
し
ま

す（
各
日
先
着
50
名
）。
裏
面

は
、
展
示
作
品
の
な
か
か

ら
絵
双
六
「
甲
冑
着
用
備
双

六
」の
複
製
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
お
も
ち
ゃ
と
そ
の
時
代

に
つ
い
て
、
楽
し
い
発
見
や
出
会

い
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
小
林
牧
）

奈

本
館
特
別
5
室

三
体
の
半
跏
思
惟
像

親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
博
物
館
の
お
も
ち
ゃ
箱
」

本
館
14
室
工
芸

7
月
3
日（
火
）〜
9
月
24
日（
日
・
休
）

夏
休
み
恒
例
の「
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
、
当
館
所
蔵
の「
お
も
ち
ゃ
」
や
「
ゲ
ー
ム
」
な
ど

遊
び
に
関
連
す
る
作
品
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

2

7
月
27
日（
金
）よ
り
公
開
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→◎石名取玉 奈良時代・8世紀
聖徳太子ゆかりのおもちゃ。

お手玉のようにして遊んだらしい。
表慶館「みどりのライオン」では

模型を使って古代の遊びを体験できます

自在龍置物 明珍宗察作　
江戸時代・正徳3年（1713）
自由自在に動く「自在」。
展示室ではどんなポーズを
とっているか。見てのお楽しみ！
ワークショップでは、自在をヒントに
動くおもちゃをつくってみよう！

◆イブニングレクチャー、トーク＆ツアーで板碑を知ろう！

10月28日（日）まで、平成館1階企画展示室にて特集陳列「板碑―中世の
供養塔―」を開催中です。この特集陳列に関連して、専門家による座談会
および、台東区との連携による谷中周辺の寺の板碑をめぐる「トーク＆ツ
アー」を開催いたします。この機会に、知られざる板碑の魅力をお楽しみく
ださい。

イブニングレクチャー「板碑の流通―考古学と岩石学で探る―」

特集陳列「板碑―中世の供養塔―」に関連して、専門家による座談会を
開催します。

8月31日（金）18:30～19:30
表慶館みどりのライオン「対話の間」

講師：倉田恵津子（松戸市教育委員会）、柴田徹（東海大学非常勤講師）
定員：80名（事前申し込み制）
聴講無料（ただし当日の入館料は必要）
申込方法：往復はがき、FAX、電子メールで、郵便番号・住所・氏名・電話（FAX）
番号を明記の上、下記までお申し込みください。
＊1件で2名まで申し込み可能
〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9 東京国立博物館 教育講座室「板碑
レクチャー」係 edu@tnm.jp 03-3822-3010（FAX）
締切：8月13日（月）必着　定員を上回った場合は抽選

板碑三昧～トーク＆ツアー（台東区との連携企画）

第1回 10月6日（土）、第2回 10月12日（金）＊両日とも同内容です

13:30～ ギャラリートーク 講師：望月幹夫（上席研究員）
平成館1階企画展示室 自由参加

14:30～ ツアー（１時間半程度、台東区谷中周辺のお寺を中心にめぐります）
講師：伊藤宏之（台東区文化財保護調査員） 事前申込制

ツアー定員：各回20名
参加費無料（ただし当日の入館料は必要）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名・電話・希望日を、
「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記し下記へお申し込みください。
〒111-8621 東京都台東区西浅草3-25-16 台東区生涯学習センター
台東区教育委員会生涯学習課文化財担当「板碑三昧」係
締切：9月21日（金）必着　定員を上回った場合は抽選

◆ワークショップ「こどもたちのアートスタジオ」
表慶館みどりのライオン「創作の間」
各日 13:30～15:30

事前申込制　参加費無料（ただし保護者の当日の入館料は必要）
生涯学習ボランティアによるワークショップを開催します。

8月26日（日）「根付作り」
本館展示室にある根付を見た後に、粘土を加工してオリジナル根付を作
ってみよう
10月14日（日）「勾玉作り」
平成館考古展示室にある勾玉を見た後に、滑石を削ってオリジナル勾玉
を作ってみよう

対象：小学校3年生から高校生 ※保護者の方の見学も可能です
定員：各日10名程度
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、希望コースと日程、郵便番号・住所・
参加される方の氏名（ふりがな）、学年・電話番号・保護者がご一緒の場合はその
人数「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記し下記までお申込下さい。
締切：「根付作り」8月13日（月）必着、「勾玉作り」10月1日（月）必着
※締め切りの後、参加券をお送りします。なお、応募多数の場合は抽選とさせて
いただきます。
申込先：〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9 東京国立博物館 ボランテ
ィア室

ハンズオン体験コーナー
「昔のゲームを楽しもう！」
表慶館みどりのライオン「体験の間」7月3日（火）～9月24日（月・休）毎日11:00～16:00

①聖徳太子のお手玉 石名取玉 模型を使って昔のお手玉に挑戦！
②大流行で禁止令まで出た 双六盤 平安から江戸まで流行を繰り返したゲームの魅力を体験。
③江戸にタイムスリップ 絵双六 展示作品の複製を使って遊んでみよう。
甲冑のつけ方がわかる「甲冑着用備双六」
日本の妖怪大集合「ばけ物大せり合すご六」
婦女子のたしなみを絵解き「諸芸寿古老久」

④優雅な遊び 投扇興 蝶の形をした的に扇を当てます。
⑤「東博かるた」コンクール 東博をテーマにしたオリジナル「東博かるた」を作ってみよう
優秀な作品には「東博賞」として秋の特別展「大徳川展」（10月10日～12月2日）のチケット
（10組20名）をさしあげます。

イブニング・ワークショップ
表慶館みどりのライオン「体験の間」
8月10日（金）、8月17日（金）17:00～20:00 当日自由参加

「オリジナル貝合せを作ってみよう」
「博物館のおもちゃ箱」に展示されている貝合せをヒントに、オリジナル貝合せを作るワーク
ショップ。ハマグリの殻にネイルエナメルなどを使って好きな絵付けをしましょう。

教
育
普
及
事
業
の
お
知
ら
せ

蘆蒔絵貝桶 江戸時代・18世紀

甲冑着用備双六 江戸時代・19世紀　8/13（月）まで展示　
まずはふんどしから……。甲冑の着け方がわかる双六
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東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
創
刊
は

い
つ
で
す
か
。

「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
の
前
身

「
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」（T

he
N

ational

M
useum

N
ew

s

）が
創
刊
さ
れ
た
の
は
昭

和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
一
日
で

す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
調

印
（
一
九
五
一
年
九
月
）
と
翌
年
四
月
の

発
効
に
よ
っ
て
、
日
本
が
主
権
を
完
全
に

回
復
す
る
以
前
、
ま
だ
日
本
は
G
H
Q
の

占
領
下
で
し
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
が
創

刊
六
十
周
年
で
す
。

そ
の
頃
の
東
京
国
立
博
物
館
は

ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
す
か
。

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
、
東
京
帝
室
博

物
館
（
当
時
）は
一
旦
閉
館
。
終
戦
後
の
昭

和
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
に
開
館
、
再

開
第
一
号
の
展
覧
会
は
「
日
本
風
俗
展
」

で
し
た
。

再
開
か
ら
二
ヵ
月
近
く
の
ち
の
五
月
中

旬
か
ら
「
列
品
解
説
」
が
始
ま
り
、
お
客
様

来
館
者
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。「
列
品
解

説
」
は
現
在
で
も
継
続
し
て
い
て
、
原
則
火

曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
本
誌
毎
号
十
六
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
恒
例
の
「
月
例
講

演
会
」
が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

戦
後
の
不
自
由
な
時
代
で
、
展
示
室
も

床
に
塗
る
油
が
足
り
な
く
て
ほ
こ
り
に
悩

ま
さ
れ
、
学
生
や
児
童
の
団
体
は
、
必
ず

履
物
の
泥
を
ぬ
ぐ
っ
て
館
に
入
る
よ
う
に

注
意
し
て
も
ら
う
と
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

文
部
省
管
轄
の
博
物
館
で
あ
る
「
国
立

博
物
館
」
と
し
て
正
式
に
発
足
し
た
の
は

昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
、
日
本
国
憲
法

施
行
の
日
で
す
。
ち
な
み
に
「
恩
賜
京
都

博
物
館
」
が
国
立
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

伴
っ
て
、「
東
京
国
立
博
物
館
」
と
改
称
さ

れ
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
の
こ
と
で
す
。

創
刊
号
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
全
四

面
。
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
当
時
の

世
相
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。「
G.

I .

氏
に
も
美
術
フ
ァ
ン
は
多
い
。
若
い
日
本

の
お
嬢
さ
ん
を
東
道
役
に
、
博
物
館
の
古

美
術
鑑
賞
に
一
日
を
楽
し
む
将
兵
諸
君
の

姿
が
、
毎
日
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
＝
写

真
は
「
近
代
日
本
洋
画
展
」
会
場
で
の
ス
ケ

ッ
チ
＝
」。
い
か
に
も
戦
後
の
風
俗
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

発
刊
の
言
葉
を
こ
こ
に
再
掲
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

「
現
下
の
我
国
の
国
情
に
て
ら
し
て
、

国
民
の
た
め
の
博
物
館
の
は
た
す
べ
き
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
去
る
五
月
、

帝
室
博
物
館
、
文
部
省
国
宝
調
査
室
の
保

存
修
理
室
、
美
術
研
究
所
等
各
美
術
関
係

機
関
を
合
併
し
て
、
新
発
足
し
た
国
立
博

物
館
は
、
従
来
の
弊
風
を
一
掃
し
て
国
民

の
文
化
高
揚
の
一
線
を
め
ざ
し
各
種
の
事

業
を
企
画
し
つ
つ
あ
る
が
、
今
回
そ
の
事

業
の
一
端
と
し
て「
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」

を
毎
月
一
同マ

マ

発
刊
す
る
事
と
し
た
。
国
民

一
般
の
古
美
術
に
関
す
る
関
心
は
日
と
共

に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
過
去
の
博
物
館
の

如
く
国
民
か
ら
遊
離
し
、
一
部
愛
好
家
や

研
究
家
の
た
め
の
み
の
博
物
館
で
は
、
こ
の

関
心
と
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
出
来
が
た

い
。
博
物
館
の
毎
月
行
な
う
陳
列
の
予
告
、

陳
列
品
の
解
説
、
各
種
講
演
会
の
報
告
、

学
会
の
動
向
等
を
詳
ら
か
に
収
録
し
、
ひ

ろ
く
一
般
国
民
の
要
求
に
応
ず
る
な
ら
ば
、

博
物
館
と
国
民
と
の
間
に
精
神
的
交
流
が

達
成
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
こ
の
月

報
を
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
美
術
に

関
す
る
国
民
の
関
心
は
最
近
地
方
に
特
に

著
し
い
、
こ
れ
等
愛
好
家
は
常
時
上
京
し
て

博
物
館
の
陳
列
を
展
覧
し
、
又
美
術
史
学

界
の
動
向
等
中
央
美
術
の
空
気
に
触
れ
る

機
会
に
乏
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に

異
常
な
関
心
を
よ
せ
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て

何
等
か
の
方
法
に
よ
り
、
こ
の
博
物
館
を

中
心
と
す
る
古
美
術
界
の
動
向
を
知
り
た

い
と
の
希
望
に
こ
た
え
て
、
こ
の
月
報
に

よ
る
通
信
を
企
画
し
た
の
が
第
二
の
理
由

で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
国
立
博
物

館
ニ
ュ
ー
ス
」
が
紙
上
博
物
館
と
し
て
、
そ

の
目
的
を
達
成
し
得
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」

ま
た
巻
頭
の
エ
ッ
セ
イ
「
国
民
と
博
物
館

古
美
術
品
は
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

も
再
読
に
価
す
る
で
し
ょ
う
。

「
私
共
は
こ
う
し
た
文
化
的
遺
産
た
る

美
術
品
を
通
し
て
過
去
の
日
本
の
美
的
感

情
な
り
文
化
的
生
活
な
り
を
知
る
以
外
に

途
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
国
民
の
た
め

に
古
美
術
品
が
如
何
に
重
要
な
る
役
割
を

は
た
す
か
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」

「
名
品
を
見
ず
し
て
名
品
を
語
る
事
は
出

来
な
い
。
将
来
の
日
本
国
民
は
自
分
た
ち

の
祖
先
の
残
し
た
名
品
の
美
し
さ
に
つ
い

て
は
、
万
人
が
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
べ
き
権

利
を
も
っ
て
い
る
」「
組
織
の
大
き
な
力
と

見
識
を
以
っ
て
、
全
国
の
古
美
術
を
一
堂

に
収
集
し
、
国
民
の
前
に
、
そ
の
あ
る
べ

き
姿
を
展
示
す
る
こ
と
が
博
物
館
の
大
き

な
事
業
で
あ
る
」「
古
美
術
品
は
二
度
と

再
び
作
り
得
な
い
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

今
日
の
国
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
明
日
の
は
た
ま
た
永
遠
の
国
民
の
た

め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
存

は
博
物
館
の
最
も
重
要
な
事
業
の
一
つ
で

あ
る
」
そ
し
て
「
国
民
諸
君
も
ま
た
博
物

館
を
愛
す
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
や
ま
な

い
」
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
目
で
み
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
硬
い

物
言
い
で
ま
た
大
上
段
に
構
え
て
い
る
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
当
時

の
官
庁
出
版
物
と
し
て
は
か
な
り
積
極
的

で
活
発
な
提
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

博
物
館
の
あ
り
方
や
使
命
に
対
す
る

考
え
方
は
現
在
と
同
じ
で
す
ね
。

「
保
存
と
公
開
」の
重
要
性
と
、
一
部
の

愛
好
家
だ
け
で
は
な
く
広
く
一
般
の
方
々

の
要
求
に
応
え
た
い
、
と
い
う
今
日
ま
で

か
わ
り
な
く
博
物
館
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
想
い
が
、
こ
こ
に
強
く
は
っ
き
り
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
で
き
ま
す
。

そ
し
て
「
ニ
ュ
ー
ス
」
こ
そ
が
そ
の
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
と
い
う
使
命

感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
当
時
の
東
博
の

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
ま
す
か
。

「
国
立
博
物
館
」
と
い
う
広
く
開
か
れ
た

東
京
国
立
博
物
館
の
情
報
誌
「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」。
み
な
さ
ま
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

ち
ょ
う
ど
六
十
年
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
創
刊
六
十
周
年
を
記
念
し
て

ニ
ュ
ー
ス
創
刊
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
の
よ
う
す
を
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

創
刊
六
十
周
年
!!

「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」

第17回

の
創
刊
時
を

ふ
り
か
え
る

創刊号



博
物
館
と
し
て
の
役
割
を
具
体
化
し
、
事

業
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
、
発
足
時
に
組

織
の
改
変
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
課
に
は
団
体
係（
各
種
団
体
に
対

す
る
美
術
歴
史
の
講
演
講
座
の
開
催
・
集

会
等
を
担
当
）、
児
童
係（
青
少
年
に
対
す

る
博
物
館
の
事
業
に
関
す
る
教
育
、
映
画
、

幻
灯
等
の
催
し
を
担
当
）、
国
際
係（
渉
外

関
係
の
仕
事
、
在
日
外
国
人
に
対
し
、
美

術
歴
史
に
関
す
る
研
究
、
便
宜
を
斡
旋
）

な
ど
が
新
し
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
業
は
今
日
で
も
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
資
料
課
に
は
閲
覧
係（
図
書

の
出
納
、
閲
覧
を
担
当
）が
で
き
ま
し
た
。

草
創
期
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
ど
ん
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

発
刊
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
主
要

な
記
事
は
平
常
陳
列
や
特
別
展
、
講
演

会
・
講
座
な
ど
の
館
の
主
な
事
業
の
予
告

や
解
説
な
ど
で
、
そ
れ
は
現
在
と
同
じ
で

す
。
が
、
さ
ら
に
美
術
界
の
動
き
に
つ
い

て
の
解
説
や
地
方
の
博
物
館
・
美
術
館
の

紹
介
な
ど
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
創
刊
号

に
は
「
輸
出
工
芸
品
の
問
題
」（
岡
田
譲
）、

「
公
生
活
と
私
生
活
」（
安
倍
能
成
、
当
時

の
館
長
）な
ど
の
興
味
深
い
エ
ッ
セ
イ
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
の
声
欄
、
読
書
か
ら
の
質
問
箱
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
質
問
箱
で

は
、「
曼
荼
羅
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

併
せ
て
そ
の
発
生
、
日
本
へ
の
伝
来
、
お

よ
び
そ
の
絵
画
上
の
価
値
に
つ
い
て
お
教

え
く
だ
さ
い
」「
平
安
朝
の
襲
の
色
目
・
経

緯
・
用
い
る
年
齢
・
吉
凶
な
ど
を
詳
し
く

知
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
良
い
参
考
書
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま

せ
」「
弥
生
式
土
器
の
最
初
に
発
見
さ
れ

た
の
は
、
現
在
の
何
県
何
村
で
ご
ざ
い
ま

す
か
」と
い
う
三
つ
の
質
問
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

創
刊
号
の
定
価
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

一
部
二
円
五
十
銭
で
す
。
当
時
は
物
資

の
不
足
な
ど
か
ら
た
い
へ
ん
な
イ
ン
フ
レ

状
況
に
あ
り
、
参
考
に
な
る
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
年
の
郵
便
代
金

は
封
書
が
一
円
二
十
銭
、
は
が
き
が
五
十

銭
と
い
う
値
段
で
し
た
。
国
立
博
物
館
ニ

ュ
ー
ス
の
定
価
も
上
昇
し
、
五
号
で
早
く

も
三
円
に
値
上
げ
、
十
二
号
で
五
円
、
二

十
二
号
か
ら
十
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
最
後
の
号
で
あ
る
六
四
六
号

（
平
成
十
三
年
三
月
号
）は
一
部
八
十
円
で

し
た
。

い
つ
か
ら
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

創
刊
か
ら
六
四
六
号
（
平
成
十
三
年
四

月
号
）ま
で
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
月
刊
紙
と

い
う
形
態
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て

継
続
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
四
月
、
東
京
国
立
博
物
館

は
独
立
行
政
法
人
に
な
り
、
六
四
七
号

（
平
成
十
三
年
五–

六
月
号
）か
ら
一
般
的

な
雑
誌
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
A
４
版
に
変

更
、
隔
月
刊
で
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
十
六
ペ
ー

ジ
と
い
う
現
在
の
ニ
ュ
ー
ス
の
体
裁
に
な

り
ま
し
た
。
定
価
は
一
部
二
百
円
。
見
た

目
も
、
内
容
も
、
発
行
形
態
も
、
創
刊
以

来
の
最
も
大
き
な
変
化
で
す
。

二
年
後
の
六
五
八
号
（
平
成
十
五
年
五–

六
月
号
）で
「
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
か
ら

「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
と
改
称
し
、

こ
の
と
き
か
ら
東
博
の
専
門
誌
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
何
よ
り
も
無
償
で
お
読
み
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
六
五
八
号
か

ら
一
番
の
変
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現

在
は
三
万
部
発
行
し
て
い
ま
す
。

創
刊
号
の
ほ
か
に
何
か
興
味
深
い
記
事

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

六
月
十
七
日
ま
で
当
館
で
は
特
別
展

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
―
天
才
の

実
像
」
を
開
催
し
、
イ
タ
リ
ア
・
ウ
フ
ィ
ツ

ィ
美
術
館
の
至
宝
「
受
胎
告
知
」
を
多
く

の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
と
比
較
し
て
話
題
に
な
っ

た
三
十
年
あ
ま
り
前
の
レ
オ
ナ
ル
ド
の

「
モ
ナ
・
リ
ザ
展
」
を
紹
介
す
る
三
二
四
号

（
昭
和
四
十
九
年
五
月
号
）の
記
事
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。
会
場
の
図
面
な
ど
を
掲
載

す
る
こ
と
で
、
お
客
様
に
あ
ら
か
じ
め
展

示
室
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
で
き

る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
作
品
を
見
て
い
た
だ

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
二
六
号
に
は
展

覧
会
終
了
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
入
場
者
の
最
も
多
か
っ
た
の
は
六
月

九
日（
最
終
日
前
日
の
日
曜
日
）で
、
六
一
、

四
六
六
人
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
二
二
〇
号
（
昭
和
四
十

年
九
月
号
）の
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
展
の
記
事

も
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
展
覧

会
も
た
い
へ
ん
な
話
題
を
集
め
ま
し
た
。

現
代
は
情
報
の
あ
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

い
ま
、
東
京
国
立
博
物
館
の
事
業
に
つ

い
て
の
情
報
が
最
も
す
ば
や
く
、
そ
し
て

最
も
詳
し
く
わ
か
る
の
は
当
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。
ま
た
毎
週
月
曜
日
に
直

近
の
情
報
を
送
信
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
の
適
性

を
い
か
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
東

博
の
情
報
を
、
利
用
し
や
す
い
か
た
ち
で

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
っ
て
、当
然
、

博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
創
刊
時
の
理
想

は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
立
道
惠
子
）

※
本
稿
は『
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
縮
刷
版
』

と『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
昭
和
四
十
八

年
）に
も
と
づ
く
も
の
で
す
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東京国立博物館では賛助会員制度を設け、

当館を幅広くご支援いただいております。賛助

会員よりいただいた会費は、文化財の購入・修

理、調査研究・平常展・施設整備等の充実にあ

てております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご

賛同いただき、ご入会くださいますようお願い申

し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）

有効。賛助会員には、特別会員と維持会員と

の2種類があります。

年会費

特別会員 100万円以上

維持会員 法人　20万円

個人　5万円

特典

●特別展の内覧会にご招待

●東京国立博物館ニュースの送付

＊賛助会員のお申し込みは随時受け付けています。

＊お問い合わせ

東京国立博物館営業開発部 賛助会担当

TEL 03-3822-1111（代）

INFORMATION

関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保のり子 様
櫛田 良豊 様
株式会社スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世あすか様
コクヨファニチャー株式会社 様
星埜由尚 様
株式会社 鴻池組 東京本店 様
株式会社アクタス様
安田 敬輔 様
久保 順子 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
堀江 磨紀子 様
帖佐 誠 様
株式会社 古美術藪本 様
飯岡 雄一 様
C瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
暁飯島工業株式会社 様
山岡ユウ子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
鷲塚 泰光 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
謙慎書道会 様
社団法人 全国学校栄養士協議会 様
山田 泰子 様
原 桃介 様

近代書道研究所 様
田村 久雄 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社秋華洞 様
C橋 徹 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
C橋 良守 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
藤倉 光夫 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
池田 慶子 様
株式会社 東京書芸館 様
青山 千代 様
藤D 英喜 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
小川 徳男 様
東野 治之 様
辻 泰二 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
町田 昇 様
シチズン時計株式会社 様
野澤 智子 様
有賀 浩治 様
吉田 幸弘 様
野D 弘 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
池谷 徳雄 様
脇 素一郎 様
秦 芳彦 様

〈ほか42名3社、順不同〉

◆東京国立博物館賛助会員募集のご案内 東京国立博物館賛助会員　2007年6月30日現在

コンサート開催のお知らせ

ジェラール・プーレヴァイオリンリサイタル
♯東京芸術大学客員教授をつとめる、巨匠ジェラール・プーレのヴァイオリンを♯
日時 9月24日（月・休）

開演 14：00 開場 13：30
場所 東京国立博物館　平成館ラウンジ
出演 ジェラール・プーレ（ヴァイオリン）

川島余理（ピアノ）
主催 東京国立博物館　
協力 瀧井敬子（東京芸術大学演奏芸術センター客員教授）
曲目 ベートーヴェン ヴァイオリン・ソナタ第9番イ長調作品47《クロイツェル》ほか
料金 3,500円　全席自由
※友の会・キャンパスメンバーズ割引　2,500円
※コンサート料金で、当日の平常展をご観覧いただけます。

ロシアの黄金デュオによる
エレーナ・イオーノワ＆ワレーリー・イスリャイキン
オペレッタ アリアコンサート
♯紅葉よりひと足早く、上野の森に彩りを添えるオペレッタの名曲！！♯
日時 9月30日（日）

開演 15：00 開場 14：30
場所 東京国立博物館　平成館ラウンジ
出演 エレーナ・イオーノワ（ソプラノ）

ワレーリー・イスリャイキン（テノール）
ユリア・レフ（ピアノ）

主催 東京国立博物館　サロン・ド・ソネット
曲目 ウィーンへ愛をこめてオペレッタ「マリツァ伯爵夫人」より（カールマン）ほか
料金 5,000円　全席自由
※友の会・キャンパスメンバーズ割引　3,500円
※コンサート料金で、当日の平常展をご観覧いただけます。

〈チケットのお求め方法〉
●当館正門観覧券売場でのチケット販売
受付　開館日の9時30分～閉館30分前（月曜休館）

●電話予約販売
申 込 先 東京国立博物館イベント担当　TEL03-3821-9270
受付時間 月曜日～金曜日の9時30分～7時00分（祝日は除く）
引換時間 コンサート当日、当館正門観覧券売場にて現金引換にてお渡しします。

中川昌三・赤木りえ JAZZ＆ LATIN LIVE
♯2人のフルート奏者による無料コンサート！♯
日時 8月18日（土）
会場 東京国立博物館　平成館大講堂
出演 中川昌三、赤木りえ
参加費 無料（ただし入館料は必要）、事前予約不要　先着200名
※当日会場前にて整理券配布。

問い合わせ　東京国立博物館　渉外課イベント担当　03-3821-9270
主催 日本フルート協会、東京藝術大学音楽学部
協力 東京国立博物館
※各イベント詳細は、当館ホームページでご確認ください。
※お車でのご来館はご遠慮ください。

お盆期間中の開館のお知らせ
8月13日（月）～8月15日（水）は連日開館いたします。

平常展無料観覧日のお知らせ
9月17日（月・祝）敬老の日は平常展を無料でご覧いただけます。

プレゼントのお知らせ

◆「大徳川展」
チケットプレゼント

本誌4ページで紹介した「大徳川展」の招待券を抽選で10組20名様にプレ
ゼントいたします。締め切りは8月10日（金）

※プレゼントの応募方法
はがきに、住所、氏名（ふりがな）、男女、年齢、職業、この号でいちばんおもし
ろかった企画をご記入のうえ、下記までお送りください。発表は発送をもって替
えさせていただきます。
〒110-8712 台東区上野公園13-9 東京国立博物館

広報室「ニュース8･9月号」プレゼント係

◆お詫びと訂正
東京国立博物館ニュース第682号（2007年4／5月号）p.3「その他の主な作品の展示予定」
は下記のとおり変更されます。お詫びして訂正申し上げます。
12月18日（火）～2008年4月6日（日）「◎青磁茶碗 銘馬蝗絆 中国・龍泉窯 南宋時代・
13世紀 三井高大氏寄贈 本館4室」の展示が、「京都五山―禅の文化」九州会場（九州
国立博物館 2008年1月1日（火・祝）～2月24日（日）に出品のため、「B青磁下蕪花入
中国・龍泉窯 南宋時代・13世紀 東京・アルカンシエール美術財団蔵」に変更。

特別会員
日本電設工業株式会社 様
東京電力株式会社 様
株式会社コア様
株式会社 精養軒 様
毎日新聞社 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 大林組 東京本社 様
朝日新聞社 様
株式会社ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社ミロク情報サービス様
TBS 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様
トヨタ輸送株式会社 様
凸版印刷株式会社 様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社 様
早乙女 節子 様
株式会社 三冷社 様
宇津野 和俊 様
伊藤 信彦 様
井上 萬里子 様
京菓匠 鶴屋吉信 様
株式会社 東京美術 様
服部 禮次郎 様
薮内 匡人 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社ナガホリ様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
小田 昌夫 様
吉岡 昌子 様
松本建設株式会社 様
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東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会　年会費 1万円 発行日から1年間有効

特典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、観覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送
などさまざまな特典があります

パスポート 一般 4,000円 学生 2,500円

発行日から1年間有効
特典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常
展は何度でも、お好きな6つの特別展を1回ずつ計6回
までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号 00160-6-406616
＊振替用紙には職業・年齢・性別を楷書でご記入ください

パスポート
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート
口座番号00140-1-668060
＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入のうえ、生
徒手帳か学生証のコピーを郵送またはFAXでお送り
ください

＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊郵便振替でのお申し込みには2週間かかります

◆問い合わせ
TEL 03-3822-1111（代）友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内

本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1,000
円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先）東京国立博物館ニュース
口座番号00100-2-388101
＊振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料はお客様のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締切は7月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間 9：30～17：00、2007年4月から12月の

特別展開催期間中の金曜日は20：00ま
で、2007年4月～9月の土・日・祝・休日は
18：00まで（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日 毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年
末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデン
ウィークおよびお盆期間（8月13日～8月15
日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般600（500）円、大学生400（300）円

＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください
＊満70歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

＊講演会、ワークショップ、友の会・パスポートおよび本
誌定期郵送等のお申し込みに際してご提供いただい
た個人情報に関しては、当該の目的にのみ使用させて
いただくものです。当館では個人情報に関する法令を
遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします
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◆国立博物館の展示案内
〈京都国立博物館〉
特集陳列「後宇多法皇入山700年記念 大覚寺の名宝」8月8日（水）～9月17日（月・祝）

〈奈良国立博物館〉
親と子のギャラリー「仏さまの彩り」7月14日（土）～8月19日（日）
特別陳列「文化庁購入文化財展 新たな国民のたから」7月14日（土）～8月19日（日）
特別展「美麗 院政期の絵画」9月1日（土）～9月30日（日）

〈九州国立博物館〉
文化庁海外展記念「日本のやきもの―選び抜かれた名宝120点―」7月7日（土）～8月26日（日）
親鸞聖人750回大遠忌記念「本願寺展 親鸞と仏教伝来の道」9月22日（土）～11月18日（日）

表紙：（本誌7ページ参照） ◎聖母像（親指のマリア）イタリア・17世紀後半
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時間延長（18:00まで） e13:30 a14:00

時間延長（18:00まで） f14:30

お茶会（裏千家） 平成館小講堂＊1

お茶会（藪内流） 平成館小講堂＊1 b14:00 e14:30

お茶会（遠州流） 平成館小講堂＊1 a14:00

夜間開館（20:00まで） 坐禅会
平成館小講堂＊1 g15:00

時間延長（18:00まで） a14:00 c14:30 g15:00

時間延長（18:00まで） b14:00

列品解説「漢時代の明器－ミニチュア模型にみる
2000年前の暮らし－」14:00 表慶館対話の間

b14:00 e14:30 j14:00

i14:00 a14:00 d14:30

f14:30 g15:00

時間延長（18:00まで） e13:30 a14:00

時間延長（18:00まで） h12:30,14:00 b14:00 f14:30

時間延長（18:00まで） 無料観覧日

b14:00 e14:30

a14:00

g15:00

時間延長（18:00まで） a14:00 g15:00

時間延長（18:00まで） i14:00 b14:00

時間延長（18:00まで）ジェラール・プー
レヴァイオリンリサイタル　14:00 平成館ラウンジ＊4

e14:30 j14:00

a14:00 d14:30

f14:30 g15:00

時間延長（18:00まで） 月例講演会「美麗なる仏画－虚空蔵菩薩
像」 13:30 平成館大講堂 a14:00
時間延長（18:00まで） オペレッタ　アリアコンサート15:00
平成館ラウンジ＊4 f14:30

e14:30

a14:00

夜間開館（20:00まで） 列品解説「古代中国の貨幣」18:30 東洋館第4室
坐禅会　平成館小講堂＊1 g15:00

時間延長（18:00まで） 記念講演会「京都五山の歴史と文化」
13:30 平成館大講堂＊1 a14:00 g15:00

時間延長（18:00まで） f14:30 l（勾玉）13:30

列品解説｢博物館のおもちゃ箱｣ 14:00 表慶館対話の間
お茶会（宗o流） 平成館小講堂＊1

お茶会（表千家） 平成館小講堂＊1 b14:00 e14:30
j14:00

a14:00 i14:00 d14:30

夜間開館（20:00まで） 坐禅会
平成館小講堂＊1 f14:30
時間延長（18:00まで） 月例講演会「『悲母観音』の生命誌」13:30
平成館大講堂 a14:00 c14:30

時間延長（18:00まで） b14:00

列品解説「敦煌出土の幡」14:00 東洋館第5室

b14:00 e14:30

a14:00

夜間開館（20:00まで）
坐禅会　平成館小講堂＊1 g15:00
時間延長（18:00まで） 中川昌三・赤木りえ
JAZZ ＆ LATIN LIVE  14:00 平成館大講堂＊2 a14:00

時間延長（18:00まで） h12:30,14:00 b14:00 f14:30 

列品解説「不動明王八大童子像」14:00 本館3室

b14:00 e14:30 j14:00

a14:00 d14:30

夜間開館（20:00まで） f14:30 g15:00

時間延長（18:00まで） 記念講演会「禅の山河」13:30
平成館大講堂＊1 a14:00 g15:00
時間延長（18:00まで）お茶会（武者小路千家）平成館小講堂＊1
i14:00 b14:00 l（根付）13:30

列品解説「本館特別5室　展示の変遷『復興本館建設』から
『仏像の道』まで」14:00 表慶館対話の間　

e14:30

a14:00

夜間開館（20:00まで） イブニングレクチャー「板碑の流通―考
古学と岩石学で探る―」18:30 表慶館対話の間＊3
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